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１．ごあいさつ 

関係諸団体のみなさまへ 

当財団は、1994 年に全国初の大学連携組織である「京都・大学センター」として発足し、2010 年 7月に

は内閣府より認可を受け、公益財団法人に移行しました。現在は約 50の大学・短期大学に加え、地方自

治体・経済団体も参画する全国最大のコンソーシアム組織に発展しました。 

当財団では、2014 年から中長期計画である「第 4ステージプラン」において、財団の果たす役割として、

①京都地域における大学間連携事業の推進、②加盟大学・短期大学の教育の質向上の追求支援、③「大

学都市」京都、地域の発展と活性化への貢献を掲げて、一層の大学振興と地域活性化を担う人材の育成

に取り組んでまいります。 

また、併せて京都市と当財団が協働で策定いたしました、「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画」

におきましても、①学生が学ぶ環境の充実、②大学・学生の国際化の促進、③学生の進路・社会進出の

支援、④大学との連携による京都の経済・文化・地域の活性化、⑤学生が持つエネルギーをいかした京

都力の強化⑥プロモーション戦略の強化を施策の柱として、実行しております。 

これらの計画を通じて、大学と地域社会および産業界の連携を強めるとともに、大学相互の結びつきを

深め、教育研究のさらなる向上とその成果の地域社会・産業界への還元を目指します。今後も、皆さま

のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

2017(平成 28)年 12 月 1日 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

理事長   吉田 美喜夫 
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２．インターンシップ・プログラムの実施に関する基本方針

１．基本理念 

 公益財団法人 大学コンソーシアム京都(以下、本財団という)が行うインターンシップ・プログラムは、

大学教育の一環としての産官学地域連携による教育プログラムである。採用に直結するインターンシッ

プ・プログラムとは異なり、その教育効果として「学習意欲の喚起」「高い職業意識の育成」「自主性・

独創性のある人材育成」を目標に掲げたプログラムに基づいて実施する。 

２．責務 

 受入れ企業・団体、学生の所属大学および本財団は、学生が主体的に学ぶ機会の提供に努め、三者に

よる協定に基づき、三者の連携による質の高い就業体験プログラムの実施に努める。 

 本財団より委嘱を受けた大学教員は、コーディネーターとしてインターンシップ・プログラムの運営

にあたり受入れ企業・団体と学生のコーディネートを担う。 

３．インターンシップの設計について 

 インターンシップの設計にあたっては、基本理念に掲げる教育効果に結びつけるために、学生が達成

する目標を設定する。 

４．インターンシップの実施について 

 学生募集にあたっては、本財団が主体となり、教育プログラムとしての趣旨を説明し、理解を示す学

生の出願を受付けるものとする。 

 インターンシップ実習においては、学生に任せる仕事の位置づけを明確にし、実習内容と受入れ要件

を明示する。 

 インターンシップ実習の期間中は、学生に対して状況に応じた適切なアドバイスができるよう、受入

れ企業・団体において指導担当者をおく。 

 インターンシップ実習の前後には、コーディネーターの指導の下に学生が自らの学びと成長を言語化

する機会を設ける。 

５．インターンシップの評価について 

 大学生の就職活動をとりまく社会情勢をとらえ、より質の高い就業体験プログラムの提供を目指して、

学生と受入れ企業・団体および学生の所属大学からの評価を得る機会をつくり、インターンシップ事業

企画検討委員会を通して見直しと改善へつなげる。 

制定日 2014 年 11 月 14 日 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

インターンシップ事業推進室
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３．実習生受け入れについてのお願い 

 本財団のインターンシップ・プログラムは、前掲の基本方針の理念に賛同し、登録して

くださった受入先企業・団体（以下受入先）の方々と協同して運営しています。 

京都の大学・短期大学学生の人材育成プログラムとなりますようお力添えをお願いいた

します。 

(１) 登録について 

●受入先登録にあたっての条件 

①～⑤を満たしていること 

□① 法人格を有すること 

□② 事務所と就業規則があること 

□③ 事業を５年以上継続していること 

□④ 実習生の指導に係る十分な人員を有すること 

□⑤ 実習場所及び実習に必要な設備・機器の提供が可能なこと

●実習生受け入れのために必要な条件 

□①  実習生の受け入れ期間を 6/14～11/10 で設定できること

□② 受入先と実習生の所属大学、本財団との三者間で「インターンシップ実習生派

遣に関する協定書」の取り交わしができること 

□③ 「プロジェクト実施調査票」を提出できること 

□④ 出席必須講義日は、必ず出席できること 

□⑤ 実習期間中、担当コーディネーターによる学生指導等のための職場訪問に対応

できること 

□⑥ 実習中、実習生のプロジェクト記録誌への所感等の記入ができること 

□⑦ インターンシップ終了後、「実習評価報告書」及び「アンケート」の提出がで

きること 

注１)インターンシップは、教育活動の一環としていますので、採用活動としての位置付けはご遠慮

ください。実習生が就労体験をすることがインターンシップの目的のため、原則として、就労

に対する報酬は無給でお願いします。 

注２)実習生が実習前の事前学習(講義)を欠席した等の場合、実習を中止させていただくことがあり

ます。 
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（２） 実習プログラムについて 

受入先の皆様には、実習生がどのような実習を受けるのかを事務局と担当コーディネーターが把握

するために「プロジェクト実施調査票」を提出していただきます。 

「プロジェクト実施調査票」の作成にあたり、下記の例を参考にしてください。 

■大学コンソーシアム京都インターンシップ事業推進室での受入例 

・６月に最終目標を定められるように、成果を提示してください。 

・おおまかなスケジュールを学生に伝えることで、出勤する日数や時間等を把握してス

ムーズな活動につながります。 

・プロジェクト活動のみの活動ではなく、実際の仕事を体験させてください。社員の方

と同じ時間に出勤し退社するような日を設けてください。 
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（３）保険について 

インターンシップ実施期間中（通勤及び実習中）に発生した事故等に関して、本財団で

実習生全員を対象に以下の保険に加入します。保険の予定額は以下の通りです。 

なお、自動車・自動二輪車・原動機付自転車による通勤、実習中の運転は保険の適用外

となりますのでご留意ください。 

（４）実習生の選考について 

５月１１日・１２日  

本プログラムに応募のあった学生については全員、本財団で面接を行います。

 ５月１３日     

面接結果と出願票をメールまたは、郵送でお送りします。 

   登録された選考方法で学生を選考してください。（選考〆切５/２１（月） 

（５） ビジネスマナー講座、リスクマネジメントについて 

実習生には事前指導を実施します。事前指導の内容には、ビジネスマナー講座や業界研

究があります。また、実習生に対して、実習期間中に知り得た情報に関する守秘義務を課

せられていることなど、リスクマネジメントについても指導します。 

【傷害保険】 

 死亡・後遺障害   ５００万円 

 入院保険金日額   ４，５００円  

 通院保険金日額   ３，０００円 

 【賠償責任保険】 

 てん補限度額    １億円（自己負担額０円） 
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（６）ハラスメント防止と対応 

本財団ではハラスメント相談員を配置しています。ハラスメントをはじめとしたトラブ

ルを未然に防ぐため、事前指導・啓発等を徹底するとともに、トラブル発生時には、迅速

かつ丁寧な対応を行える体制を整えています。 

公益財団法人大学コンソーシアム京都 ハラスメント相談窓口 

TEL：075-353-9103（日・月曜日を除く９：００～１７：００） 

メ-ル：talk@consortium.or.jp

なお、受入先におかれましては、リスク回避のため以下の点にご注意ください。 

○実習期間終了後も、業務やプロジェクトに関わらせること。 

○私的な食事やお酒の席に誘うこと。 

○私的な実習生の携帯やメールに連絡を取ること。 

また、以下の点にご配慮ください。 

 ○実習生のミスを他の実習生の前で叱ること 

 ○大学では健康管理と法律厳守のため、禁煙・分煙が進んでいることから、実習中の実

習現場での社員の方の禁煙・分煙にご配慮ください。 

このようなケースからトラブルにつながる場合があります。なお、実習生を受け入れてい

ただく中で、お気づきの点があれば、速やかに事務局までお知らせください。 

7



４．2018 年度インターンシップ・プログラム実施フロー 

受入先企業・団体 実習生 

１月 中旬：「プロジェクト実施調査票」の提出

３月  中旬：受入先情報検索開始 

４月 4/26(木)プログレス説明会・相談会 Web エントリー開始、説明会参加

５月 5/13(日)出願者リスト受領 

5/21(月)実習生選考締切 

5/31(木)実習生の確定通知受領 

5/11(金)、12(土)出願・面接 

６月 6/14(木)受入先・コーディネーター初回講義に関す

る打ち合わせ 

(参加必須＠キャンパスプラザ京都) 

6/15(金)～6/20(水) 事前訪問(必要であれば)

6/21(木)講義

(参加は各プロジェクトで決定＠キャンパスプラザ京都)

6/28(木)講義 

(参加は各プロジェクトで決定＠キャンパスプラザ京都)

6/3(土) 選考結果発表 

講義（6/14,6/21,6/28,7/5,7/12）

７月 

７月下旬 

上旬：「三者協定書」の締結 

7/5(木)講義(参加は不要)

7/12(木)講義(参加必須＠キャンパスプラザ京都)

8月 

9 月 

10月 10/4(木)講義(参加任意＠キャンパスプラザ京都)

10/11(木)講義(参加任意＠キャンパスプラザ京都)

10/25(木)講義(参加任意＠キャンパスプラザ京都)

講義（10/4,10/11,10/25）

１1月 11/10(土)成果報告会(参加必須＠キャンパスプラザ京都) 

    修了式・懇親会(参加自由＠キャンパスプラザ京都) 

「実習評価報告書」及び「アンケート」の提出 

11/10(土)成果報告会・修了式 

    懇親会 

プロジェクト 

活動 
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５．確認資料 ※一部 2017 年度の書類になります。

（１）受入先にご提出いただく書類について

インターンシップの実施に伴い以下の書類を提出していただきますので、提出いただ

く流れにそって掲載しています。時期になれば、用紙を送付させていただきます。

様式① プロジェクト実施調査票(1 月中旬〆切)

様式② インターンシップ実習生派遣に関する協定書（7 月上旬）(郵送にて送付)

様式③ 実習評価報告書(11/10〆切)

様式④ インターンシップ受入先ご担当者アンケート(11/10〆切) 

(２)実習生に関する資料 

参考資料① 出願票

参考資料② インターンシップ・プログラムに参加するにあたる遵守事項

参考資料③ 実習生の情報票・誓約書

(この資料は、実習生決定後、6 月中旬頃に受入先に送付させていただきます。) 

参考資料④ 2018 年度講義計画

※なお、これらの資料については、案として掲載しております。今後、内容を変更する場合が

ありますので、予めご了承ください。 



年　　　　　　月　　　　　　日

フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

電話 ＦＡＸ

E-mail URL

従業員数

部署・役職

部署・役職

（　）官公庁（地方公共団体） （　）非営利組織（NPO・NGO）
（　）製造（食品） 　（　）製造（農林水畜産）       （　）製造（アパレル・繊維）
（　）製造（建設）　 （　）製造（化学）             （　）製造（電気機械設備）
（　）製造（半導体・精密機器）  （　）製造（その他） （　）医療・福祉
（　）士業（法律・会計事務所）（　）教育（学校・大学等） 　   （　）人材ビジネス
（　）運輸・物流 （　）小売・販売・専門店     　 （　）商社・卸売
（　）不動産・建築設計 （　）ソフトウェア・通信       （　）マスコミ・広告・印刷・出版
（　）金融・証券・保険 （　）コンサルティング・調査・研究
（　）宿泊・レストラン・フードサービス （　）ブライダル （　）安全・メンテナンス・清掃
（　）レジャー・アミューズメント     （　）エンタテイメント （　）その他

住所

受
入
先
ご
担
当
者

事業内容
（200字以内）

業種
（主な業種を１つ
に◎記載してくだ
さい。その他、関
係のある業種に○
を記載してくださ
い。○は複数選択

可です。）

貴社・貴団体がイ
ンターンシップに
取り組む目的につ
いて簡単にご記入

ください

選考方法を
記入ください

2018年度インターンシップ・プログラム　プログレスコース
プロジェクト実施調査票

団体名　・　ご担当者名 【基本情報】

団体名

フリガナ

資本金

課題提出の場合、出願日に事務局が学生より回収し5月14日までに送付します。
選考は、2017年5月16日(火)から5月20日(土)までに行ってください。

選考方法は以下から選択してください。

□1、コンソーシアムに一任

□2、出願票による選考

□3、課題による選考（課題の内容・提出日等記載してください）

□4、面接による選考（日時、場所、連絡方法を記載してください）
　　　面接日

　　　面接場所

　　　連絡日程・方法(受入企業から連絡、または学生より連絡）
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活動日・時間　場所

※障がい学生の受入れについては、学生から出願の相談があった段階で、ご相談させていただきます。

活動内容

実習地最寄駅

受入れ条件

受入れ人数
（2名以上）

プロジェクト名

プロジェクトの概要

25字以内（プロジェクト名は学生向けパンフレットに掲載されます）

◆６月　課題把握・目標設定・活動スケジュール設定

◆７月　プロジェクトの開始

　□　可　　□　不可　　□条件付き可（　           ）留学生の受入れ

◆８月・９月　プロジェクトの実行～完成

〒

受入れ条件や実習に必要とされる資格・スキル等をご記入ください。

◆10月　プロジェクトの振り返り・成果報告会に向けた
準備

障がい学生の
受入れ

活動月予定

実習場所
（基本情報の住所と
違う場合のみご記入

ください）

実施概要

5か月間の活動内容、活動月予定、活動日・時間、出勤場所を記載してください。

○○力が付きま
す！

 このプロジェクトに参加すると学生にこんな力が付きます！という項目１つにチェックしてくだ
さい

　□主体性 □働きかけ力 □実行力 □課題発見力 □計画力  □創造力
  □発信力 □傾聴力　　 □柔軟性 □情報把握力 □規律性  □ストレスコントロール力

社会人基礎力（３つの能力/１２の要素）（経済産業省）
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以　上

　行幅の変更等はご自由にしていただいて結構です。

【連絡先】　

公益財団法人 大学コンソーシアム京都
インターンシップ事業推進室
〒600-8216　京都市下京区西洞院通塩小路下る　キャンパスプラザ京都
TEL : (075)353-9106　　FAX : (075)353-9121
E-mail : intern@consortium.or.jp

※本調査票において記入欄が足りない場合は、別紙にてご記入いただきますようお願いいたします。

プログレスコースに参加していただくにあたり、あらかじめ留意すべきこと、事務局への連絡事項がございました
ら、以下にご記入ください。

イ ン タ ー ン シ ッ プ 実 施 に あ た っ て の 留 意 事 項

プログレスコースにて実習生を受け入れ、貴団体にとってどのような成果を得ようとお考えかを
ご記入ください。

達成目標
（成果）

実施の目的

1.プログレスコースにて実習生を受入れることによって、貴団体にとってどのようなメリットが
あるかご記入ください。

2.プログレスコースを受講する学生にとって、どのような教育効果が期待できるかご記入くださ
い。

3
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インターンシップ実習生派遣に関する協定書

«決定受入先»（以下「甲」という。）、«大学名»（以下「乙」という。）および 公益財団法人 大学コンソ

ーシアム京都（以下「丙」という。）は、2017 年度インターンシップ実習生派遣に関する協定を次のと

おり締結する。

（実習生）

第 1 条 インターンシップ実習生（以下「実習生」という。）は、«氏名»とする。

（実習生の身分）

第 2 条 甲は、実習生の身分について、乙の学生の身分を保有したまま受入れるものとする。

（実習期間）

第 3 条 実習生の実習期間は 2017 年 6 月 16 日から 2017 年 11 月 10 日までの間とする。

ただし、必要あるときは甲丙協議のうえ実習期間を変更することができる。

（実習内容）

第 4 条 実習生の実習内容は、甲の業務に関するものとする。

（実習時間）

第 5条 実習生の実習期間中における実習時間は、原則として甲の定める就業時間に準ずるものとする。

ただし、必要あるときは甲丙協議のうえ実習時間を変更することができる。

（賃金等）

第 6 条 実習生に対する賃金、通勤手当等は、甲が特に定めない限り無報酬とする。

（秘密保持）

第 7 条 甲乙丙は、実習生が実習のための事前訪問、事前事後学習、実習期間中に甲について知り得た

秘密事項（顧客取引先情報等）の一切を漏らさないよう、また、実習以外の目的に利用することなどな

いよう指導する。

２ 甲乙丙はそれぞれ実習生の情報や受入れ先の顧客取引先情報等個人情報の取り扱いに関して個人情

報保護法を遵守する。相手方の承諾なくして第三者に提供・開示・漏えいしてはならない。

（実習生に対する処分）

第 8 条 実習生が前条に違背するなど、信義に反する行為を行ったときは、甲は速やかに丙に、丙は乙

に報告するものとする。

２ 前項の場合、甲と丙は協議のうえ実習を中止することができるものとする。

３ 乙は、丙から本条１項に定める報告を受けたときは、事実確認等を経て、実習生に対して乙の規定

等に従い措置を行うものとする。

（保険の加入）

第 9 条 丙は、実習生を普通傷害保険および賠償責任保険に加入させるものとする。

２ 乙は必要に応じて実習生に学生教育研究災害傷害保険に加入させるものとする。

３ 甲が丙に対して損害賠償請求できる範囲は、第１項の加入保険が補償する物損及び人的傷害に限り、

受講番号«受講番号»番 «氏名» 

かつその請求額は、第１項の加入保険の補填額を限度とする。

（知的財産の取扱い）

第 10 条 甲は、実習生が実習中に発明、創作等に関与し、特許権、著作権その他の知的財産に関する権

利が生じた場合は、甲の定める知的財産に関する規程等に従うものとする。

（その他）

第 11 条 この協定に定める事項で疑義が生じたとき、又は、この協定に定めるもののほか必要な事項に

ついては、甲乙丙協議のうえ定めるものとする。

 この協定書は 3 通作成し、甲乙丙それぞれ記名押印のうえ、各 1 通を保有するものとする。

2017 年  月   日※最後に記名押印する「甲」が押印日を記入する

甲（受入先） «決定受入先» 

（住所）

（代表者）                 印

乙（大学） «大学名» 

（住所）

（代表者）                 印

丙 公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

（住所） 京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町 939番地 

 キャンパスプラザ京都 

（代表者） 理事長  吉田 美喜夫   印 

様
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（受入先企業・団体ご担当者様→インターンシップ事業推進室 FAX：075-353-9101） 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

２０１７年度インターンシップ・プログラム 実習状況報告書 

受講番号  クラス  

実習生氏名 

受入れ企業・団体名

実習部署 

又はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名 

＊

実

習

先

ご

担

当

者

記

入

欄

実習期間 ２０１７年 月  日（ ）～  月   日（ ） 

出勤状況 
（該当に■） 

□大変良好 □良  好 □普  通 □やや不良 □不  良 

＜コメント＞ 

実習状況 
（該当に■） 

□大変良好 □良  好 □普  通 □やや不良 □不  良 

＜コメント＞ 

指導責任者名 所 属：                      氏 名： 

受入先企業・団体ご担当者様へ 

実習終了後、実習先ご担当者記入欄に、実習生の実習中の出勤状況や実習状況等の必要事

項をご記入のうえ、原本を貴社・貴団体において保管していただき、写しを大学コンソーシ

アム京都 インターンシップ事業推進室へお送りください。 

インターンシップ・プログラムの成績判定等に活用しますので、必ずお送りくださいます

ようお願いいたします。
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ＦＡＸ ０７５－３５３－９１０１ 

インターンシップ事業推進室 行
２０１７年度インターンシップ 受入先ご担当者 アンケート（案） 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 インターンシップ事業推進室

  ２０１６年度の受入れに関して以下の項目についてご意見を頂戴し、次年度のプログラム検討のための参考に

させていただきたく存じます。ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

＜恐れ入りますが１１月１１日（土）までにご返送ください＞ 

１．学生の仕事に対する態度について（複数名受入れて頂いている場合は総合的に） 

１．真剣に取り組んだ   ２．普通   ３．真剣さを感じられなかった 

２．学生の仕事に対する理解について（複数名受入れて頂いている場合は総合的に） 

１．理解が早く手間はかからなかった   ２．普通   ３．理解が遅く指導に手間・時間を取られた 

３－１．貴社・貴団体・貴職にとって受入れのメリットはありましたか 

１．メリットがあった  ２．どちらともいえない ３．メリットがあると感じなかった 

－２．前問で「１．メリットがあった」と答えた方にお伺いします。どのようなメリット・ 

成果がありましたか（複数回答可） 

  １．大学との連携強化    ２．社内活性化     ３．自社のＰＲ・広報・宣伝 

  ４．優秀な学生との出会い  ５．新たな企画開発   ６．顧客情報の収集 

  ７．その他 

    具体的に： 

４．実習内容は主にどのようなものですか  

  １．社員の基幹的な業務の一部を体験  ２．社員の補助的な業務の一部を体験    

３．社員の通常業務以外の業務     ４．社員同行・出張業務         

５．見学     ６．座学      ７．アルバイト・パートの業務の一部を体験 

  ８．その他（                                         ） 

５－１．学生自身は成長があったと思われますか 

１．成長があったと感じる  ２．どちらともいえない  ３．成長があったと思えない 

－２．前問で「１．成長があったと感じる」と答えた方にお伺いします。どのような成果・ 

成長がありましたか（複数回答可） 

  １．学習意欲の喚起    ２．自主性・独創性の育成  ３．キャリア形成 

  ４．問題解決能力の向上  ５．多様な価値観の認識   ６．コミュニケーション能力の向上 

  ７．プレゼンテーション能力の向上  ８．社会が求める能力やスキルの向上 

  ９．その他（具体的に：                              ） 

６．支給された各種手当の総額（ない場合は「０」） （複数名受入れて頂いている場合は１名あたり）

円

７．今年度のインターンシップに関する以下の点についてどの程度満足されていますか 

１．受入れた学生を総合的に見て 

２．財団事務局スタッフの対応について 

３．コーディネーターについて 

４．インターンシップ・プログラム全体

８．ご担当のコーディネーターについて、ご意見があれば記載ください。 

９．「講義・活動場所を変更しても良い」という日を設けましたが、いかがでしたか。 

10．当財団のインターンシップについてご意見、ご要望がございましたらご記入ください 

11．次年度のインターンシップ受入れについてお伺いします

  １．受入れる予定である【ａ.ビジネス・パブリックコース ｂ.プログレスコース】

  ２．受入れない予定である 

（差しつかえなければ理由をお教えください：                    ） 

  ３．その他（                                     ） 

12．次年度以降、短期・長期問わずに、大学コンソーシアム京都のインターンシップ受入先としてご推薦いただ

ける企業団体がございましたら、ご記載ください。 

貴社・貴団体名：                                                  

ご所属・役職：                                                 

ご   芳   名：                       ご協力ありがとうございました。

非
常
に

満
足

か
な
り

満
足

や
や

満
足

や
や

不
満

か
な
り

不
満

非
常
に

不
満

１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６ 

１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６ 

１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６ 

１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６ 
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インターンシップ・プログラムに 

大学コンソーシアム京都のインターンシップ・プログラムに参加するにあたり、必ず読んで下さい 

誓約書について

 実習中のトラブル発生時の責任の所在を明確にするために実習先に対して誓約書を提出します。インターンシ

ップは契約関係の上に成立していることを十分心得て、個人個人が確固たる自覚を持って実習に取り組んでくだ

さい。

保険の加入について

 実習中の事故に備えて、実習生は「普通傷害保険」「個人賠償保険」に加入します。(保険料は受講料に含み、

手続きは、大学コンソーシアム京都が一括して行います。) 

守秘義務について

実習先にとっての機密や個人情報等に触れる機会がありますが、こういった情報を公開したり漏洩したりする

ことは、社会人として信用性を疑われるだけではなく、法的責任を課せられることにもなりかねません。勝手に

資料をコピーしたり、許可もなく外部に持ち出すなどの行為等は絶対に行わず、責任をもって行動してください。

無断欠勤・遅刻について

 実習中は実習先の就業規則を遵守し、遅刻・無断欠勤等は厳禁とします。最低限定刻の 15 分前には出勤するよ

うに心がけましょう。実習期間中に病気及び緊急の用件等でやむを得ず欠勤する場合は、必ず実習先担当者に連

絡を入れてください。車・バイクでの通勤は一切認められていません。

リスクマネジメントについて

 実習中に発生した事故やトラブルに対しては、原則として参加実習生個人の自己責任において処理し、問題解

決までを行うよう努めてください。もし、困ったことがあれば事務局までご相談ください。あくまでも社会のル

ールにのっとった姿勢で実習に臨んでください

プライベートは自己責任

 実習時間外のお付き合いはインターンシップ実習ではありません。従って、その際の行動は完全な自己責任の

範囲になります。

ハラスメントについて

 大学コンソーシアム京都では、ハラスメント相談室を設置しています。困ったときには些細なことでもご相談

ください。相談方法は、電話またはメールで、ハラスメント相談員宛にご連絡ください。

連絡先：TEL 075-353-9100(日・月曜日を除く 9:00~17:00) メール talk@consortium.or.jp 

参加する際の留意点・約束事

下記事項は、出願票の最終ページにある誓約事項です。 

よく確認してから誓約してください。 

参
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公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

2017 年度               実習生情報票 

フリガナ  

氏    名 

生年月日 １９       年        月        日 
性 別 

（該当に■）
□男 □女

所属大学 

大    学
短期大学

学  部           学科 
研究科           専攻 

学
年

年次生

現 住 所 

〒       －

TEL        （        ）             

連 絡 先 
Ｅ‐mail                     
携帯電話番号        － －

帰 省 先 

〒       －

TEL        （        ） 

交通手段 
資格・技能 
・専門分野・ 
PC スキル等 

実習する上
で、目標に 
すること 

＜備考＞ 

写 真

（のりづけ）

４×３cm 
裏面に大学名、氏

名を記入すること

       ２０１７年 月 日

御中

大 学 名：

受講番号：

氏 名： 印

誓 約 書

このたび私は、公益財団法人 大学コンソーシアム京都のインターンシップ・プログラムにより、

インターンシップ実習生として実習することとなりました。

このうえは、以下の事項を厳守して誠実に実習を全うすることを誓約いたします。

記

一、実習生情報票の記載内容は相違ありません。

一、就業規則、その他の諸規則を固く守ります。

一、実習において知り得た情報は、実習期間中・後を問わず一切他言いたしません。

また、それらの情報を実習以外の目的に利用することや、名誉毀損などに関わる行為は

行いません。

一、実習担当責任者の指揮及び監督に従います。

一、職場秩序を守り、実習生として品位品格を損なうことはいたしません。

一、無断で欠席、遅刻、早退はいたしません。やむをえない場合は、必ず実習担当責任者に

連絡いたします。

一、業務の都合上、実習時間及び実習日の変更がある場合にも、これに従います。

以上

参
考

資
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全体の流れ 回数 日程 時間 講義名 講義形式 内容 備考 会場

第1講 18：00～19：30
オリエンテーション（プログラムの概要・リスクマネジメント）
プロジェクトの形成（目標の提示）

プログラムの概要やプログラムに臨む心構え、リスクマネジメントについ
て、活動報告の方法などの説明を受ける。
各プロジェクトに分かれ、自己紹介及び受入先から目標の提示を受け
る。

第2講 19：40～21：10 プロジェクトの形成（プロジェクト概要の発表）
各プロジェクトのプロジェクト概要を発表し、共有する。その後、受入先
や教員からアドバイスを受ける。

第3講 18：00～19：30
プロジェクト・マネジメント
（PCMの講義・ワークシートの進め方について）

全受講生
合同

PCM講義でプロジェクト・マネジメントの概要を学び、ワークシート記入・
使用についての指導を受ける。

第4講 19：40～21：10 プロジェクト・マネジメント（ワークシート①）
各プロジェクト
※府教委別会

場
ワークシート①＜プロジェクトの目標の明確化＞を完成させる。

第5講 18：00～19：30 プロジェクト・マネジメント（ワークシート②） ワークシート②＜プロジェクトの成果と活動の明確化＞を完成させる。

第6講 19：40～21：10 プロジェクト・マネジメント（ワークシート③） ワークシート③＜活動計画表＞を完成させる。

第7講 18：00～19：30 コミュニケーショントレーニング
就業意識の向上、ビジネスマナーの基本、対人関係の中でのコミュニ
ケーション能力等について、専門講師による講習を受ける。

第8講 19：40～21：10 プレゼンテーショントレーニング
プレゼンテーションのポイントや方法等については専門講師よりレク
チャーを受ける。

第9講 18：00～19：30
プロジェクト・マネジメント
(今後の活動の確認、活動計画の発表)

第10講 19：40～21：10 プロジェクト・マネジメント(他プロジェクトとの意見交換)

第11講 18：00～19：30

第12講 19：40～21：10

第13講 18：00～19：30 プロジェクト・マネジメント（プロジェクト評価方法の概要）
全受講生
合同

＊受入先参加任意

第14講 19：40～21：10 プロジェクト・マネジメント（ワークシート④）
各プロジェクト
※府教委別会

場
＊受入先参加任意

第15講 18：00～19：30
プロジェクト・マネジメント
（自己評価：プログラム受講を通して自己の変化を振り返る）

全受講生
合同

プログラム受講を通しての、自己の変化を振り返る。 ＊受入先参加任意

第16講 19：40～21：10
プロジェクト・マネジメント
（成果報告会にむけたプレゼンテーション準備）

各プロジェクト プレゼンテーションの準備を行う。 ＊受入先参加任意

第17講 10:40～12:10

第18講 13:00～14:30

第19講 14:40～16:10

第20講 16:20～17:50

18:00～19:00 懇　親　会 受入先・コーディネーター・実習生の交流を深める。

●学習レポートおよびプロジェクト報告書　提出期間：11月15日（木）15:00～19:00　

全受講生
合同

約５ヶ月にわたるプログラムの総括として、プロジェクトごとに活動報告を
行う。全体で、それぞれのプロジェクトの到達点について相互評価を行
い、今後の学生生活の目標を明らかにする。 ＊受入先参加必須

キャンパス
プラザ
京都

2018/10/25
（木）

夏期休暇中には、受入先ごとにプロジェクトを行います。

＊コーディネーター参加不要
＊受入先参加不要

専門講師によるトレーニング

キャンパス
プラザ
京都

キャンパス
プラザ
京都

●上記日程以外でもプロジェクトにより活動が実施される場合がありますので、ご注意ください。

2018/10/11
（木）

キャンパス
プラザ
京都

キャンパス
プラザ
京都

●会場は、すべてキャンパプラザ京都になります。

プロジェクト評価の方法を学び、成果報告会につなげる。
ワークシート④＜プロジェクトの評価＞を完成させる。

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

実

施

期

間

2018/6/14
（木）

＊受入先参加必須
キャンパス
プラザ
京都

2018/7/5
（木）

全受講生
合同

プロジェクト
報告・評価

2018/11/10
（土）

成果報告会・修了式

プロジェクト・マネジメント（プロジェクト夏期活動報告）
それぞれのプロジェクトにおける夏期休暇中の進捗状況を報告しあい、
質問や感想を交換する。

＊受入先参加任意

2018年度　プログレスコース　講義計画

プロジェクト
の振り返り

2018/10/4
（木）

全受講生
合同

キャンパス
プラザ
京都

プロジェクト
の形成

全受講生
合同

受入先事前訪問期間：6月15日(金)～6月20日(水)の間に実習先を訪問するなどし、プロジェクトについて指導、アドバイスを受ける。（プロジェクトにより設ける）

2018/7/12
（木）

全受講生
合同

プロジェクト活動計画表の発表。他プロジェクトの受講生との意見交換を
行い、プロジェクト活動の完成度を高める。

＊受入先参加必須

合同講義
プロアクションカフェ

2018/6/28
（木）

プロジェクト
の導入

＊受入先参加：各プロジェクト
で決定

キャンパス
プラザ
京都

各プロジェクト
※府教委別日

2018/6/21
（木）

＊受入先参加：各プロジェクト
で決定

キャンパス
プラザ
京都

参
考

資
料

④





アクセスガイド 

公益財団法人大学コンソーシアム京都の事務局は、「キャンパスプラザ京都」の 1階になります。 

京都市営地下鉄烏丸線、近鉄京都線、JR 各線「京都駅」下車。徒歩 5分。

【事務局】 

大学コンソーシアム京都 インターンシップ事業推進室 

〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町

TEL：(075)353-9106 / FAX：(075)353-9101 

E-mail：intern@consortium.or.jp 

URL  http://www.consortium.or.jp/  

―受付時間 ： 火～土曜 9:00～17:00 （年末年始を除く）― 


